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世田谷区の基本計画は、当初は行政主導で策定されていたもののコミュニティの変遷から住民の意

見を反映して策定するようになったそうです。シエラレオネでも各県で開発計画を策定していますが、

計画への住民意見のより一層の反映が行政の課題となっています。講義では、計画策定に携わる区職

員の方から住民の意見を計画に反映する必要性、世田谷区が実際に実施する無作為抽出による区民ワ

ークショップの開催や区民の意識調査およびアンケート等の住民参加に関する取り組みの一部が紹介

されました。 

政策経営部副参事（計画担当）の中西さんからは、「世田谷区では５つの地域に区分して地域の行

政拠点となる総合支所を設置し、行政サービスやまちづくりを展開するしくみとして地域行政制度を

設けています。」と説明があり、シエラレオネの研修員からも「各県にはチーフダムという郡に近い

地域区分があり、ここにはチーフダム議会（行政組織）が設置されており、世田谷の地域行政制度の

しくみはシエラレオネと似ている点がある」との発言がありました。 

研修員から「世田谷ではこのしくみを活用し、どのよう

に住民の意見を取り入れた計画を策定しているのか」、大

きな関心が寄せられました。また、「行政が抽出した地域

の課題と住民の意見を反映させ、区としてどのように計画

を策定するのか」と積極的に質問をし、自分たちで活用で

きることはないか、熱心に説明に耳を傾けていました。 

研修員たちは、世田谷区で「住民協働のまちづくり」に

対する行政官や住民の方々の熱意、そして、住民の意見を

取り入れるための行政の取組みを学びました。研修員はこ

の学びをそれぞれの県に持ち帰り、行政官として自分たちのまちを良くするため、住民の意見を取り

入れた計画策定や行政サービスの改善など、業務の中で生かしてくれることを期待しています。 
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世⽥⾕区⻑を囲んでの集合写真 


